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【PSIM Ver6.1.3⇒PSIM Ver6.2 へのバージョンアップ内容】 

 種類 修正箇所 内容説明 
1 新規モジュ

ール追加 
MagCoupler-RT 
Module 

新規に MagCoupler-RT Module が追加されました。これにより

PSIM と JMAG-RT のデータファイルをリンクさせることができ

ます。 
2 仕様変更 Simview FFT解析 

データ点数増加 
SimviewでのFFT解析に用いられるデータ点数の上限が20,000
点から150,000点に増加されました。 

3 仕様変更 数式表現 前バージョンではパラメータファイル”*.FILE”の中の数式表現中

にスペースを挿入することができませんでした。例えば"x=y+z"
は問題ありませんが、"x = y + z"は禁止されていました。今回こ

の制限事項が緩和されました。 
4 仕様変更 機械的要素 これまで機械的負荷および速度/トルクセンサーは、Motor Drive 

Module をご購入いただいた場合にのみ利用可能でしたが、新バ

ージョンでは MagCoupler Module および MagCoupler-RT 
Module をご購入いただいた場合にも利用可能になりました。 

5 新規機能 機械ブロックの追加 メカニカル・カップリング・ブロック(Mechanical Coupling 
Block)および外部コントロール負荷（Externally-controlled 
Mechanical Load）の 2 つの要素が追加されました。メカニカル・

カップリング・ブロックは、2 つの機械システムを連結可能にし

ます。外部コントロール負荷では、機械的負荷の特性を外部信号

によって制御することができます。 
6 仕様変更 日本語表示 PSIM の画面上で日本語による表示が可能になりました。 

 

 

 

 

 
ご注意 
1.  本資料に記載された製品の仕様は、予告なく変更することがあります。 
2.  本資料の内容については、万全を期しておりますが、万一ご不明な点などがあり

ましたら、弊社までお申しつけください。 
3.  本資料に記載された情報に起因する損害または特許権その他権利の侵害に関して

は、弊社は一切の責任を負いません。 
4.  本資料によって第三者または弊社の特許権その他権利の実施権を許諾するもので

はありません。 
5.  弊社の書面許諾なく、本資料の一部または全部を無断で複製することを固くお断

りします。 
6.  本資料に記載された製品をユーザ装置に組み込む際には、バックアップやフェイ

ルセーフ機能をシステム的に設置してください。 
7.  弊社は、人命に関わる装置として特別に開発したものは用意しておりません。 
8.  本資料に記載されている会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。 
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